
[大会名]春の高校バレー第 69 回全日本バレーボール高等学校選手権大会茨城県予選会 

[試合番号]特設 2 [開催日]2016/10/30 
試合会場レポート 

[会場]ひたちなか市総合運動公園総合体育館 

[観客数]1500 [開始時間]12:00 [終了時間]13:40 [試合時間]1:40 

[主審]屋貝 直也 [副審]井坂 友典 [記録員]小山 真明 

女子：決勝戦 

土浦日本大学高等学校 25 
第 1セット 

【 0:23】 17 日立第二高等学校 

監 督：石﨑 吉宏 23 
第 2セット 

【 0:26】 25 監 督：大畠 康弘 

コーチ：伊藤 祐樹 25 
第 3セット 

【 0:22】 21 コーチ：遠藤 浩 
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第 4セット 
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第 5セット 

【 : 】  
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【 】内はセット時間 

戦 評 

第１セットの立ち上がり、日立第二高等学校のミスから土浦日本大学高等学校が流れを掴み、４番松谷のス

パイクなどからリードを広げた。中盤、日立二は１番本堂の２連続ブロックで一矢報いたが、終盤土浦日大が

５番黒澤の攻守にわたる活躍でこのセットを奪った。 

第２セットは中盤まで一進一退で、緊張感のある攻防が続いた。土浦日大は松谷のフェイントによるポイン

トからの３連続得点で流れに乗るかと思われたが、日立二は２番川﨑が苦しい場面でスパイクを決め、流れを

引き寄せる。最後は日立二が土浦日大のミスを誘い、セットを奪い返した。 

第３セットは第２セットと打って変わって、両チームとも連続得点が続く展開になった。終盤、３番鬼澤の

スパイク、松谷のクイックなどで一気にリードを広げた土浦日大がセットを取り返した。 

第４セット、土浦日大の攻撃が冴えわたり、６連続得点などで日立二を大きく引き離す。中盤、日立二は７

番永井のスパイクで意地を見せるが、序盤のリードを守りきった土浦日大がセットを連取し、10 年連続の全

国大会出場を決めた。 

※本票の著作権は茨城県高体連バレーボール専門部に帰属します。 ■作成者 曽我部 拓馬 

 


